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六人部是香の国学学びにおける篤胤学の受容
山中　芳和
　六人部是香（寛政10年－文久３年）は，山城国向日神社の神職として，京阪地域を拠点に
活動した国学者である。自己の学問形成の過程において，初め本居大平を師とした六人部は，
その後平田篤胤の門人となることを契機として，それまでの歌学を中心とした学問の内実を
転回させていく。本稿は，在地社会における六人部の神職としての位置と学びの過程及び篤
胤学の受容の経緯を考察し，幕末期の神職における国学学びの一様態を明らかにする。
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１　問題の所在と本稿の課題
　平田篤胤派の国学者は政治的変革期である幕末維
新の歴史状況において，変革を主導する思想の一翼
を担った。民衆との関わりからみれば，彼らの国学
思想は民衆教化の論理として機能し，「神の御心」
を媒介に民衆の心性を掌握し，秩序の維持を企図し
た多様な形態による実践的教化を通して地域社会に
浸透していった。平田篤胤に始まり，銕胤，延胤へ
と受け継がれた国学塾の伊吹廼舎は，19世紀の変革
期における日本最大の知的集団を形成した1。多く
の人々が篤胤の国学を主体的に選択し，受容して
いった背景にはいかなる情況が存在したのだろうか。
　篤胤が師と仰いだ本居宣長の，鈴屋を拠点とした
活動は，江戸店持ちの松坂商人層を中心とした門人
たちの文雅への憧憬と学びへの要求に応じようとす
るものであり，古道の闡明を目指し古典をありのま
まに理解することに主力が注がれた。
　宣長の門人たちは，それぞれが居住する地方に社
中とよばれる学びの場を組織した。これらの社中は
そこにおいて主体的な学習活動の展開が見られるこ
とから，近世的な生涯学習形態の一つと位置づけら
れる。そこで展開した学びは，たとえば宣長門人の
一人である植松有信（宝暦８年－文化10年）の名古
屋社中の場合に見られるように，社中のメンバーは
自らを「風流士」2と意識し，歌会を中心に同門の人々
との交流を通して，自らの嗜好に応じる形で文化的
教養を身につけることが目指されていた。
　一方，平田篤胤の国学は，その受容者の多くが郷
村社会の村方役人や豪農層，神職などであったこと
からもうかがえるように，18世紀末から次第に行き
詰まりをみせてきた幕府政治がもたらす現実的な課
題との対応のなかで受容されていった。「在村的草
莽者」3ともいわれる下総の宮負定雄はそのような国
学者の一典型であろう。宮負は地域の生活秩序の再
建という問題に直面するなかで，徳目の単なる強調
にとどまらず，生活の中での民衆の自主性に根ざし
た道徳的行為を可能にする教化論を展開した4。三
河地方では，神主の羽田野敬雄がこの地方における
篤胤門人の中心として，平田国学の普及と文化的啓
蒙に取り組んだ。在地の文化人との連携や支持を基
盤として，羽田野の活動は多方面に及び，文庫の設
立や地震の際の救恤，飢饉対策の書物の刊行等，地
域の人々との共同による公益性のある活動が行われ
た5。
　篤胤の地方の門人たちは，「その土地における指
導者的役割を負った篤胤の高弟を中心として，平田
学を学んでいったケースが多」く，下総では上述の
宮負定雄が，三河では羽田野がそれぞれの地域の篤
胤門人の中心となり，篤胤の著書の販売などの取次
にもあたっていたのである6。
　本稿は，平田篤胤門人で神職の六人部是香（寛政
10年－文久３年，1798－1863）を取り上げる。六人
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部是香は京都洛外の向日神社の神職として，文政６
年（1823），25歳の時に篤胤の門人となり，以後京
阪地域を拠点に活動し，「平田篤胤の幽冥観と産土
信仰とを結びつけて地域社会に密着した神道的救済
論を構成していった」7神官国学者である8。
　国学研究史において六人部是香の国学思想は早く
から注目され，多くの研究が蓄積されてきている9。
それらによれば，①六人部は気吹屋門下として篤胤
の幽冥思想の影響を受けつつも，独自の幽冥観を以
て一貫していること10，②六人部の思想形成の契機
としてペリー来航事件があり，嘉永末から安政年間
にかけて神道的宗教思想の展開と教化活動が活発化
すること，③階層分化によって解体しつつある地域
社会を産須那社神官として，産須那神の幽政的原理
＝仁慈によって再編しようとするところに六人部
の現実への対応があったことなどが明らかにされ 
た11。
　地域社会との関連については，六人部の思想は向
日神社の神官として，撫育教導の立場から村落共同
体の強化につとめる家産奨励のイデオロギーとして
機能したことや12，六人部の晩年の『順考神事伝』
には，産須那社神官として氏子を教化するという六
人部の自覚ならびに神職一般への使命の自覚を促す
意図がその根底にあったことなどが指摘された13。
さらに六人部が「生産の根源」「顕世の守護」「没後
の指令」の三つの機能を兼ね備える産須那信仰論を
展開した背景にも，六人部が神官として仏教に対す
る敵愾心を強調しようとする意識や庶民の古道学に
対する関心の低さへの憂慮があったことが仮説的に
指摘された14。
　これらの先行研究は，六人部の国学思想をいわば
完成された総体としてとらえ，その構造や思想の特
質を明らかにしようとするものであった。さらに，
これらが考察の対象とした六人部の著作についてみ
ても，『順考神事伝』，『道之一言』，『道之一言広義』
『顕幽順考論』，『産須那社古伝抄』，『産須那社古伝
抄講義』など，嘉永から安政年間の，いわゆる六人
部の晩年の10年間に著された著作を主な考察の対象
としたものであった。思想の全体構造の解明が必要
なことはいうまでもないが，その思想がいかなる状
況のもとに生起してきたのかという視点も見落とさ
れてはならない。この点について，「どうして是香
はこの方面に殊の外関心を抱き深めていったのであ
ろうか。一つ目は，是香が向日神社（京都近辺の産
須那社）の神官であったことが大きなウェートを占
めているものと思われる。是香自身の職業意識から
すれば産須那信仰の強調は当然のことである。」と
の指摘がなされている15。この見解は神官としての
職業意識が六人部の国学の内容を規定したとするも
のであるが，仮説として述べられたに止まり，実証
的に明示されたものではない。
　六人部是香の国学思想の形成過程に着目するに
は，六人部の国学学びの経緯をたどり，彼の学問関
心の変容とその要因とに留意する事が必要である。
六人部は平田篤胤に出会い，その学問を受容するこ
とによって，歌学を中心とした自らの学問の内容を
大きく変容させる。すなわち文政６年（1823）の平
田篤胤の上京に際し，当時25歳の是香は伯父の節香
とともに篤胤を支援し，これを契機に篤胤に入門す
る。これ以降，篤胤は六人部是香を「行々御頼母し
き辱き」人，「京都一人の知己」と意識する16。そ
れとともに六人部においては，篤胤との出会いを契
機に排仏意識が喚起され，文政８年より，『挫魔慨
論』を著しはじめて排佛思想を展開し，同10年には
『日中神事記』を執筆するなど，六人部の志向する
学問関心の中心は一転するのである17。何を学問の
内容に取り込み，根幹に据えるかということは，ア
イデンティティー構築の過程に踏み込むことでもあ
る18。
　以上の問題意識にもとづいて，本稿は六人部の国
学学びにおける篤胤国学の受容の経緯について考察
することを課題とする。このことによって幕末期に
おける六人部是香の神職としての自己認識の内実と
その意義を明示したい。ここでの受容とは，端的に
言えばなぜ六人部是香は平田篤胤の学問を選び取
り，その門人になったのかということである19。組
織的・系統的な学問の研究教育機関が未発達であっ
た近世社会において，学問を修得するには著名な学
者の著書を通して思索を深めるとともに，直接その
学者を師と仰ぎ，その師弟関係のなかで自らの思想
を形成していくのが主要な方法であった。六人部に
おける篤胤学の受容は，幕末の歴史状況の中で，地
域における神職としての自らの日々の営みに関わら
せて学問のありようを模索していった六人部の，主
体的な学問選択の姿に他ならないのである。
２　在地社会における向日神社の位置と六人部是香
　六人部是香が生まれたのは，寛政10年（1798），
京都洛外山城国乙訓郡の向日神社の神職の家であっ
た。是香は８歳の年に父忠篤を亡くし，それに伴い
向日神社の神職を継ぎ20，伯父である節香の後見の
下で成長する。前節で述べた宮負定雄は寛政９年生
まれ，羽田野敬雄は六人部と同じ寛政10年の生まれ
であり，六人部是香が神職として成長していく時期
は，これら平田篤胤の門人達がそれぞれの地域にお
いて活動を展開していく時期と重なっている。
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　六人部是香と同じ神職の羽田野の場合，彼は家職
である神職の継承者であるという自覚から篤胤の国
学を受容しており，その国学学びは神祇に奉仕する
家職の遂行を意識した実践的な性格を持つもので
あった。羽田野は篤胤に入門する２年前の文政８年
（1825），28歳の時，実兄の飯田昌秀の勧めによっ
て本居大平の門人になっていた。三河地方では篤胤
の国学が受容される以前に，本居大平の門人層が存
在していた。大平は宣長没後，宣長の実子である春
庭に代わり本居家の家督を相続して紀伊藩に仕え，
諸国の鈴屋学派を統率していた。大平門であった
羽田野がその後篤胤門人となったのは，文政10年
（1827）である21。篤胤国学の受容に際して，羽田
野は次のような歌を詠んでいる。
　「けふよりはたまの真柱つきたてゝ吾が齢の限動
　　かざらまし　
　　　　師の御教をうけたまはりて
　　花鳥をあはれと歌ふ暇あらば吾はわけ入らん神
　　代の道に」22
羽田野は本居大平の国学から篤胤の国学へと自らの
学問の拠り所を移行し，神祇に奉仕する神職として
の社会的自己認識に基づいて，自らの国学を形成し
ていくのである。
　羽田野のような在地社会の神職にとって，篤胤の
国学はいかなる意味を持っていたのだろうか。篤胤
の学問は各地の神職たちが地域の氏子を教諭すると
きに，その学問的内実を満たしてくれる存在として
の意味を持ち始めていた。それは，「古学」によっ
て神々に関する「正しい事実」をしり，それを自分
の周囲の社会に浸透させていくということであり，
彼ら神職の少なくない部分が地域的支配層の位置に
あったことを考えるならば，その関心は現実的には
地域の支配秩序の再建や再構築と深く関わっていた
といえるだろう23。
　六人部是香が神職となった向日神社24は，延喜式
旧社として古代以来の由緒をもち，天正14年（1586）
には豊臣秀吉の朱印状により向日明神領として27石
の社領が給せられている。以来，これは江戸時代を
通じてそのまま安堵されている25。向日神社にはも
ともと複数の祭祀集団が存在していたが，その中か
ら六人部氏が江戸時代の世襲神主としての地位を確
立していったのは，六人部氏の古代以来の由緒に加
えて，吉田家の配下に入ったことによると考えられ
ている26。
　寛文５年（1665），幕府は，室町期以来の吉田家
に対する正当性認識と，多分に集権的な統治・編成
に合致した方法によって神職の身分を保障する機能
を果たしていた神道裁許状を利用する形で，神社・
神職の序列化を含意した諸社禰宜神主法度27を発布
した28。五条目よりなるこの法度の第一条では，「諸
社之禰宜神主等，専学神祇道，所其敬之神体，弥可
存知之，有来神事祭礼可勤之，向後於令怠慢者，可
取放神職事」と規定された。吉田神道のいう「神道」
概念すなわち神祇道が公認されるとともに，その理
念に基づいてすべての神社や神官を掌握・統制して
いくという，幕藩制権力の基本方針が示されたので
ある29。寛文五年は東照大権現家康の五十回忌にあ
たっていた。この年に諸大名・公家衆に対する幕府
統制の強化と並んで，「寺院条目」「神社条目」を以
て全国の寺院・神社が一斉に統制下に組み入れられ
たことは，文治政治への転換期とされる四代家綱の
時代における重要な画期であった30。
　幕府権力の承認を受け，その活動に新たな正当性
を付与された吉田家は，当該期の在地社会の経済・
社会構造の変容を反映した神職の自立指向や地位・
権益確保の動向と相俟って，同家の勢力を諸国に拡
大していく。それととともに，在地社会の祭祀秩序
は，神社・神職をめぐる事実上唯一の本所権威によっ
て保障されることになるのである31。
　このような動向を背景として，向日神社は祭祀組
織を整え，氏神としての姿を明確にする。神々とそ
れを祀る神社の相貌は，古代以来の国家や社会の歴
史的な変遷に即してさまざまな形相を帯びてきてい
るが，神社が一貫してその基本的性格を失わなかっ
たのが，それぞれの地域社会を家郷的な世界たらし
めてきた，いわばコスモロジーの中核をなす氏神な
いし産土，鎮守という神社の性格である32。近世社
会にはこのような一定の限られた信仰地域を持つ氏
神＝産土神が成立する。
　向日神社の場合についてみれば，寛永17年（1640）
に「氏子村」という呼称が関連する文書に見られる
ようになる。その後宝永から享保年間には，信仰区
域として十三村が明示される。この氏子村としての
信仰区域は江戸時代を通じて固定していくととも
に，その信仰も年寄・乙名などの有力農民に限られ
ることなく，氏子村の村民全体に及んでいった。
　氏神に対する村民たちの信仰は，例えば次のよう
な願文に現れている。
　「 願文　歳々大旱，田畑痩せ枯れ，農人之辛苦日
夜忍び難し，依て今以て潤雨を乞い五穀を助け，
大明神の広き御恵を以て，天水雨露の恩を降下
し賜いて，万民豊楽ならしめたまえと，恐れみ
畏れみも申す」33
これは向日神社の氏子村の一つである上植野村の村
民が，享保12年（1727）に向日神社に祈願した雨乞
いの願文である。同様の雨乞いの願書はそれ以前の
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享保４年（1724）にも出されている。この願文から
もわかるように，氏子村内の人々が氏神への信仰に
託したのは，天下太平・五穀成就・招福除災といっ
た，ごく日常の暮らしの安定にかかわる身近なもの
であり，こうした願いを込めて，向日神社において
はさまざまな祭礼・神事を展開していくことが求め
られていたのである34。
　向日神社神主の六人部節克は，宝暦12年（1762）
に「向日大明神年中雑記」35をまとめ，同神社の由
緒および変遷，さらに正月元日の神づとめから始
まって月毎・日毎の神事を詳細に記録した36。その
前書きに次のように述べている。
　「惣而日勤之行事ハ，毎朝参拝，毎夕社辺見廻り，
　　両度ハ可勤役也，月次朔望辰日未明，出仕生土
　　子参詣以前ニ御戸開，令致拝事，当職之要務也，
　　無拠他用日勤怠，則習日可重拝，全不可有懈怠
　　者也，略之則非神職，忘用人也云々」37
冒頭においてこのように神職として怠りなく神事を
務むべきことを「当職之要務也」と明記し，続いて
神職が執り行う神事が「年中雑記」として詳細に記
載され，末尾は「右凡後世之司職為心得，乍病中記
置者也」と締めくくられている。
　この「年中雑記」には家訓的な性格も盛られてい
る。例えば，「惣而，当社氏子ハ往古ヨリ甚不宜，
何事モ不寄サワラヌガ能候」と述べて氏子の総体的
な気質を伝え，そのような氏子との間に不和や諍い
を起こすことなく神事を行っていくうえでの心構え
を次のように示唆している。
　「 節克年来土俗ノ庭意ヲ知テ其意得ニテ己ヲ正シ
節ヲ守ル故不犯也，尤氏子ノ影ニテ不立候故自
分サエ正シ居候へば，土俗自然ト敬意ヲ起ス」38
神事の誠実な実践のほかには氏子からの敬意を得る
手立てはないことを教訓として後継者に伝えようと
しているのである。
　幕末の19世紀に入ると，幕藩権力を背景に七郷
十三カ村の氏子村の上に君臨した向日神社の地位も
安泰ではなく，古格とおりの祭礼の執行が困難にな
る事態が生まれて来る39。文化２年（1805），六人
部是香の父の向日神社神主忠篤は，向日神社と縁を
切るような動きに出た十三カ村の内の一つの井内村
の百姓と庄屋を相手に訴訟を行っている40。訴状の
なかで神主忠篤は，井内村の法外な動きが，終には
「古格社例を乱し，往古より連綿仕来り之祭礼も相
勤申さざる様相成」という事態であると訴え，それ
は幕府より代々触れ出される神社条目にそむき，と
りわけ「有り来る神事祭礼懈怠無く相勤むべし」と
触れた天明２年（1782）の触れに背くことであると
訴えているのである41。幕末期に至りこの地域にお
ける民衆の氏神信仰の内実が，これまでの天下太平・
五穀成就・招福除災といったごく身近なものでは包
摂しきれない問題を抱えていたと考えられる42。
　六人部是香よりも一世代前，18世紀を生きた本居
宣長は，人々の神社の信仰に関わる憂いをすでに表
明していた。
　宣長は『玉勝間』において，天下の人の心が「仏
道と儒道とに，ことごとく奪はれはてたるは，又な
げかしき事なり」と述べるとともに，「神のまこと
の道を思ふ人は，千万人の中に，ただ一人二人にて，
その餘は神社につかふる人の中に，まれまれさすが
に己が家の業と思ひ得て，神の道を尊ふものあれど，
さる人も，多くは佛意儒意なり」と指摘し，その結
果として「まことの道は，大かた絶はてたるも同し」
ことになっていると述べていた。さらに神社の現状
と人々の信仰心についても，「何国も何国も，佛寺
のみ栄えて，神社はいたく衰へまして，その衰へを
うれふる人もなく，神はたゞ，病その外の祈りこと
にのみ用ひられて，此道もたゞ，世中の外の無用の
物」43になってしまっていると慨嘆していた44。
　文化２年（1805），父忠篤の死去により八歳で家
職の神職を継いだ六人部是香が，その後伯父の節香
の後見の下，神職としての自己形成の過程において
自らの課題の一つとして自覚的な対応が迫られてい
たのは，宣長が指摘していた「佛意儒意」を離れた
「神の道」の探求であり，民衆の氏神信仰を如何に
して把握し，それにどのようにして応えていくかと
いう問題であったといえよう。
３　六人部における学びの経緯と篤胤国学の受容
（１）神職としての学びの経緯
　六人部是香が家職である神職を継いだのは文化２
年（1805），８歳の年であった。新井白石の『折た
く柴の記』の記述からもうかがえるように45，近世
社会において８歳という年齢は，多くの場合継続的
に手習いの学習を開始する歳である。神道の教育機
関が未整備であった近世において，神主家は自家に
おいて，その職分に固有の知識技能と文化人として
の学問教養を後継者に身につけさせる必要があっ
た。一つの事例として，安芸国山県郡壬生村八幡宮
の井上家では，同家の神主家後継者の養成はまずそ
の家において行われ，幼少期における手習いや素読
と並行して社務も手伝わせ，十三歳ころになれば神
事を代勤させ，十五歳のころには漢学塾に遊学さ
せ，その後国学を学ばせたことが明らかにされてい
る46。八歳で家職を継いだ六人部是香の，向日神社
の後継者としての学びはどのような経緯をたどった
のだろうか。
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是香の少年期から青・壮年期にあたる文化・文政年
間は，中央の都市文化に対して地方都市や在郷町，
農村にも地域的文化が多彩に展開したとされる47。
　六人部が生まれ育った向日地域は，京都の文化人
名簿である『平安人物志』に倣った『向日里人物志』
と題する文化人名簿が作られるほどの文化圏を成し
ていた地域であった。文政８年５月12日の日付が付
されたこの『向日里人物志』には，延べ150人余り，
実数にして80人余りの人名が掲載され，その内の30
名弱は，松葉屋・淀屋などの屋号が記され，町人で
あることがわかる48。撰者は明示されていないが，
向日町きっての商人で代々油屋を業とした鳥羽九郎
右衛門と考えられる49。
　この『向日里人物志』の中で，六人部是香は上巻
の「和学」の部類の「和歌」の筆頭に掲載され，他
にも和音訓，茶道の部類に名が載るなど，歌文の方
面に卓越した人物として位置づけられており，「歌
文や語釈研究のほか茶道などにたけ，父節香ともど
も，社領内の芸事サークルの中核をなす」との指摘
もなされているのである50。しかし，この人物志が
作成された文政８年（1825），27歳の六人部是香は，
排佛思想を展開した『挫魔慨論』を著し始め51，同
10年には『日中神事記』を執筆する。『挫魔慨論』
巻之一の附言に，「今年正月一日世々仕奉る吾向日
社に仕奉て間暇待つけて誘て世人狂惑す邪鬼の醜の
謀略破らさらめやと（中略）言挙げしつつ筆を起こ
せしか」52とある。この「今年」が何時であるかに
ついては，是香の歌集『篶乃木綿垂』に，「文政八
年むつき朔日の日，けふの神わさ仕奉てのち，いと
まのひまに挫魔慨論しるしはしむるとて」とあるこ
とから，同書の執筆が篤胤に入門しておよそ１年半
の後に開始されたことがわかる53。これらの著作は
『向日里人物志』から窺える六人部の文化人像に新
たな性格を付与するものであった。一体そこにはい
かなる事情があったのだろうか。
　この間の経緯を詳細にたどることは困難である
が，彼が後年に著した『篶能玉籤』の「古道」と題
した一文において，自らの学びの経緯を振り返って
次のように述べている箇所が手がかりになる。
　「 予いまだいと稚かりしころ，山崎なる柴垣宗邵
先生につきて四書などの講説を聞きたりしが，
中庸に道也者不可須更離也可離非道也といふ章
を聞て実にも然る事よと思へりしが，次々聞も
てゆくに，其道とさすところは，孔丘すらいま
だうまくハなし得ざる事もあるよしなるにまづ
不審の起りしが，次々いとむつかしく中々須臾
も離れずなし行ヒ難きのみにあらず，はてはて
にハいかにぞや思ゆる事どももありて，甚いぶ
かしく思ヒ渉りしを，その後皇国学を勤めいそ
しみて漸く漢人の言には潤餝の虚文多かる事を
悟り，伊吹舎大人に従ヒて顕幽無敵の教説を聞
つる後ハ，更に学行一致ならでハあるまじき事
を自得，負気無くも思起して，代々仕ヘ奉る御
社造りのために，吾身ひとつを擲チて廿余年の
間寝食をも忘れはてて仕ヘいそしみ奉りしが，
漸近頃にいたりて其事どもは終たりき」54
ここには六人部の神職としての自己形成の過程にお
ける学びの軌跡が，学問の修得に関する三つの節目
を軸にして振り返られている。
　第一は「予いまだいと稚かりしころ」とあるよう
に，幼少期における儒学学習である。ここでは四書
などの講義を受ける中で「行」につながらない「学」
への不審が表明されている。
　第二には，「その後皇国学を勤めいそしみて」と
あるように，皇国学を学ぶことによって儒学の虚学
性を自得したことである。
　第三は，「伊吹舎大人に従ヒて顕幽無敵の教説を
聞つる後ハ」とあるように，是香は篤胤学との出会
いによって自らの学問の方向が定まり，寝食を忘れ
て神祇への奉仕と学問に精励したと述べている。篤
胤との出会いとその学問を受容したことが，自らの
学問の方向を決定付けたと回想しているのである。
　従来，六人部是香の学問については，青・壮年期
においては専ら歌文的・国語学的考証に関心があり，
神道的宗教思想の展開に是香の関心が注がれるよう
になるのは，六人部が五十代後半の時のペリー来航
という事件が契機であったと考えられてきた55。し
かし，上述の『篶能玉籤』の一節を踏まえるならば，
これが後年の述懐であることに留意しなければなら
ないものの，是香は篤胤門人になる以前からすでに
「皇国学」への関心を持っていたことが明らかであ
るだろう。「皇国学」という言葉からは，『向日里人
物志』の中に位置づけられた「歌文の方面に堪能な
神職」とは異なる印象が浮かび上がる。はたして六
人部のいう「皇国学」の内実はどのようなものであっ
たのだろうか。
（２）鐸舎の人々との交わり
　六人部是香が自らの修学の経緯を回想した上記の
『篶能玉籤』は安政２年（1855），57歳の著作であるが，
その２年前の嘉永６年（1853）に著した『日向国神
蹟考』の中に，「皇国学」の内実を探る手がかりが
ある。この中で六人部は自らの修学に関して次のよ
うに述べていた。
　「 そもそも予が学文をしさまハ，はしめのほと藤
垣内大人（割注：本居大平）随ヒて，常に都の
奴傳舎に集ふ輩と親しく交りしが，其の後思ふ
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旨ありて予レ一人は引キ離れて，彼ノ輩がさし
も蛇蝎の如く忌も嫌ひつる吾カ伊吹舎大人（割
注：平田篤胤）に服従て，其ノ弟子の列に加は
りしかば」56
この一節は，六人部における国学の内実の転回を明
示したものといえる。これによれば，六人部是香は
篤胤に入門する以前に，入門の年月は明記されてい
ないものの本居大平の門人となっていたことが知ら
れる。このことは先行研究の中では，三輪和平が「六
人部是香の幽冥観に関する一考察」（『神道史研究』
39，1991年）において，「六人部是香は文政六年の
平田篤胤上京を機に本居大平門から気吹舎門に転
じ，それ以降篤胤の思想的影響を強く受け，幽冥の
世界の探求に力を傾注するに至る」と指摘している
が，その典拠は明記されていなかった57。上述の『日
向国神蹟考』の記述によって，六人部是香が篤胤入
門前に本居大平門人であったこと，さらに，京都に
おける鈴屋学派の拠点であった城戸千楯を中心とす
る奴傳舎（鐸舎）の社中のメンバーと親交があった
ことが判明した。
　六人部是香の最初の国学の師であった本居大平
（宝暦６年－天保４年，1756－1833）は，宣長没後，
嫡子春庭に代わって本居家を継ぎ，紀州侯に仕えて
いた58。大平は宣長との師弟関係について，後年，
足代弘訓宛書簡の中で次のように述べている。
　「 故翁のをしへをうけ，文かき，歌よむすべをも，
教をかゝふりたる事，大平ばかり，師恩をふか
く受たる人ハ，又外にあることなし。大平が文
歌ノ世に勝レたるハ，皆師の教導の高く勝レた
るよりの事と，老年のよはひニしたがひ，師の
恩のミ思ふに，師ハ著述にさまでいそがしい中
に，大平を助けて導きをしたべ給へる事と，あ
りがたく思ふゆゑに，文もつたなからず歌も人
にはまけじと思へるゆゑに，その師の恩のしる
しを，世に明らかにのこさんとのミ思ふ也」59
大平は，宣長古参の門人稲掛棟隆の子で，13歳で入
門し，常に宣長の側にあって従学し，宣長没後は宣
長学の継承とその学派の統率に努めた。上掲の書簡
の「その師の恩のしるしを，世に明らかにのこさん
とのミ思ふ也」の一節からもわかるように，大平は
「何事も鈴屋の説を守りて主張せられたるをのみ生
涯のつとめとしてをさをさ別説をたてず」60の姿勢
を貫き，宣長学の普及に努めたのであった。
　文化６年（1809），大平は藩命によって『紀伊
国続風土記』編纂に加わるため，和歌山に移住し 
た61。同年の10月27日の書簡で，大平は「日々せわ
しく相勤候ニ付，書状認候いとまもなく，甚ふつゝ
か成認めぶりニ御座候」62と述べ，公の勤務が激務
であることを伝えている。その後文化13年（1816）
正月22日には，大平は和歌山を立って上京し，鐸舎
に滞在して後撰集・万葉集などを講釈した。「藤垣
内翁畧年譜」には，文化13年，61歳の歳の項に「正
月廿三日京にものして錦小路なる驛
マ
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撰集万葉集なと講説あり二月九日より一條殿下の大
政所君の御前にて源氏物語萬葉集百人一首をよみと
き給ふかすの賜物あり十八日伊勢にものして所々講
談あり五月十日に帰り着き給ふ」63と記されている。
　文化13年の大平の鐸舎での講義を中心とした活動
の様子は，『春の錦』と題した大平の上京紀行に詳
しい64。この中で，大平は鐸舎について，「此のぬ
ての屋といふは烏丸通りの四条あかる所，西つらに
て長広か南隣にこたひ古こと学ふ学問所にかまえた
るなりけり」65と記している。鐸舎では本居大平と
も連絡をとりつつ，頻繁に集合して，歌を詠み，古
典研究の成果を発表し，討論し，資料を紹介・交換
し，時には著名な学者を講義に招き「歌学び」を中
心とする国学研究に勤しんでいた66。宣長の「鈴屋」
に倣って名づけられた「鐸舎」のこのような性格は，
大平の次の長歌にも示されている。「百づたふぬで
の屋ハ他国の人ならはず神国の神ならふ屋ぞ遠近の
人もろもろ神国の神ならふ古事をならふとならバ鐸
ひき引きゆらがし百づたふぬでの屋に入り来ませ人
もろもろ」67。
　この鐸舎に大平は２か月ほど滞在したが，この
間，鐸舎の中心的な存在であった城戸千楯が紹介者
となって，大平門に名を連ねる人々が現れる。一例
をあげれば，講義の初日の正月26日には，「宮西九
郎兵衛守荘といふ人，千楯につきて名つきをさし出
して，おのがをしへ子となる」68と大平の『春の錦』
に記載されている。この年，19歳になっていた六人
部是香も，大平の講席に連なっていた。大平の『夏
衣』と題する伊勢紀行の文集の末尾に，鐸舎におけ
る文化13年の大平の講義に出席した人々の名が「鐸
舎講釈聴衆姓名」として列記されている69。それに
よれば大平は，正月26日から３月11日までに19回の
講席を開き，毎回20人前後の聴衆が参加し，延べ人
数は350人に上ったが，そのうち六人部是香は10回
参加しているのである。このような鐸舎の人々との
関わりについて，六人部が『日向国神蹟考』の中で，
「常に都の奴
ヌ テ ノ
傳舎に集ふ輩と親しく交りしが」とい
うように，京都の鐸舎に集う人々と親しく交わった
と述べていたことは，鐸舎での大平の講席への出席
回数の多さからもうかがえる。しかし，結果的に是
香は大平門を離れ，鐸舎の社中の成員とも袂を分か
ち，鐸舎のメンバーが「蛇蝎の如く忌も嫌ひつる」
平田篤胤に入門することになったのである。
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（３）鐸舎からの離脱
　大平門を離れ，篤胤に入門することになった事情
について，是香は「其の後思ふ旨ありて予レ一人は
引キ離れて」と述べるのみであり，それ以上の事は
何も語ってはいない。はたしてここにはいかなる事
情があったのだろうか。考えられることは二つある
だろう。第一には，六人部是香が自らの国学学びに
求めるものを，本居大平の国学や城戸千楯を中心と
する鐸舎の学風の中には見い出し得なかったからで
はないかということである。第二には，国学学びの
実践性にかかわる問題である。
　第一の点に関してみていこう。鐸舎の学風は，歌
学および和歌の実作を中心とし，雑多な知識の交換
や古典故実の考証を主としたものであり70，「宣長
が直毘霊や玉くしげ，玉くしげ別巻等に開陳した熱
烈な復古主義，葛花や鉗狂人等で他の学風と論争し
た積極性を受け継がず，主として歌文の方面に低徊
するものであった」71といわれる。とはいえ鐸舎の
中心的存在であった城戸千楯は，ただ「歌学び」に
打ち込んでいただけではなく，「道」の問題にも関
心を注いでいた。このことは，大平が上京した翌年
に『学の広道』と題し，師宣長の説いた「道」を啓
蒙的に説明解釈する書物を本居大平と藤井高尚の端
書を付して書き，翌文化14年５月に刊行しているこ
とからもうかがえる72。城戸千楯は同書の冒頭で，
「古学（イニシヘマナビ）」について次のような理
解を示していた。「古学の道は，専ﾗ古の書どもを読
ﾐわたして，神代上代のおもぶきを委曲に考へ，皇
御国の勝れて尊き故由をさとり，掛も畏けれど，遠
皇祖の大御志を継ぎ，天皇の大恩を思ひ奉り，神祇
を敬ふべき事を辨へ知」73ることである。そして，
この世の中での「己が身の行状」は，今の世の法令
に背くことなく，君や親に従順に仕え，家業に励み，
人として勤べきことに精励することであると述べる
のである。
　ここからもわかるように，鐸舎の主宰者であった
城戸千楯の国学学びは，歌学びに熱心に打ち込みな
がら，しかも「道」の問題にも触れていったところ
にその特色があるのである74。このことは千楯が『学
の広道』のなかで次のように古学における道の学び
の意味を説いている部分にも明らかであろう。
　「 いまかく治れる大御世に生れあひて，安らかに
世を経る事も，天照大御神の，大御事依の随
意，天地の共常磐に堅磐に御栄えまします　天
皇の，厚き広き大御恵なるものを（中略）其事
の根元とある，神代上代のまことの道を，かな
らずしるべき事ぞかし，されば古書を味らに学
びて，まづ皇国の異国に勝れて尊き由縁を明ら
めしり，神の道，君の道も知べきなり」75
これらの部分に関しては，おそらく六人部も同意で
きるものであっただろう。しかし，六人部にとって
自らの求めるものと相いれない部分があると思われ
たのは，次のような千楯の古学の方法に関する言明
であったといえる。
　「 天地の始めの様はかかり，高天原，此国，黄泉
国はしかりなど，古伝の中より，牽強たる拠を
求め出で，兎に角に論ひ，あらぬ様に説ひろげ，
又神の御うへに，霊き事どもの有るを，種々に
理を付会てうち言ふなどは，是はた古学者も，
―わたりはかくもやと，試みに考へたらむもよ
ろしかるべけれど，強て議り究むとすれば，つ
ひにはあらぬ僻説のみおほく出来て，中々の人
惑はしともなりぬべく，いつしかと正き皇国の
道のこころには，背け往なむ物ぞ」76
千楯のめざす「古学」における「道の学び」は，
「皇国のありさまを学び知ることを本意として，天
地黄泉の考へ事などは，兎も角も，言ひも及ばすと
いはむこそ，古学のむねたる事にはありけれ」77と
いうものであった。すなわち，「天地のくすしくあ
やしき事はしられぬ事」と悟り，強いて解明し尽く
そうなどとしないことが「吾古の大らかに直く正し
かりし意」に適うことであるというのが千楯の，そ
して大平も含めて鐸舎に集う人々の古学なのであっ
た78。既述したように，六人部是香は鐸舎での大平
の講席に出席し，城戸千楯やそこに集ふ輩と親しく
交った。しかし，「其の後思ふ旨ありて予レ一人は
引キ離れて」いかざるを得なかったのは，上述の千
楯の言明からうかがえるように，「天地のくすしく
あやしき事はしられぬ事」として敢えて解明しよう
としない鐸舎に集う人々の，古学に対する基本的な
姿勢への懐疑の故であっただろう。
　六人部が鐸舎に集う人々の国学から篤胤の国学へ
と，自らの学問のよりどころを変えていく第二の理
由として考えられるのは，国学学びの実践性にかか
わる事であったと思われる。三河地方の篤胤国学派
の中心であった羽田野敬雄の場合も，本居大平の国
学から篤胤の国学へと自らの学問の拠り所を移行し
た。その際，羽田野は，神祇に奉仕する神職として
の社会的自己認識に基づいて篤胤学を受容したので
ある79。これと同様の事情が六人部の場合にも考え
られる。既述したように，向日神社を中心とした地
域における民衆の氏神信仰は，幕末期に至ると，そ
れまでの天下太平・五穀成就・招福除災といったご
く身近なものでは包摂しきれない問題を抱えるよう
になる。それに対して神職としていかに対応するの
か。父忠篤の死去により八歳で家職の神職を継いだ
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是香が，神職としての自己形成の過程において学ぶ
べき国学の内実は，「神の道」の探求であるとともに，
地域における民衆の氏神信仰にどのようにして応え
ていくかという実践的課題にほかならなかったので
ある。
　ここで是香が文政６年（1823）に篤胤入門して４
年後，29歳の時，神職の日毎の神事とその由来を内
容として著した『日中神事記』を見てみよう。その
中で是香は自らの職の在り様を「神社に親しく仕へ
奉りて天の下の安危を身に奉りて祈祷まおす職」80
ととらえ，さらにこの自己の職掌との関わりにおい
て，自らが努めるべき実践的課題である古学の本意
が何であるのかをつぎのようにいう。
　「 かくて世の業のいとまの間には古ヘ学を仕奉り
て産霊大神幽冥大神等の御心をも窺ひ察り奉り
て人の人とあるべく天神等の教寄し給し古ヘノ
道の義（こころ）を味ひ辱（かたじけ）なみ，
儒にも惑はず佛にもなづまぬ日本魂をを天地の
底邊裏に練固め，尚普く人にも及ぼして彼北条
足利などの如き叛賊（ぬすびと）等には誘り欺
れず産霊神の産霊御心二柱御祖神の創生と生成
し置賜ひし御心にも耻奉らず，平生には其家の
業を重く慎み仕て尚心の及ぶかぎりは世の中に
功績を残し幽冥大神にも大愛（あなめで）た阿
奈美じと愛はやされて命死する後までも天地と
共貴き神等の神集ひたまふ御中にも立交り仕へ
奉りて生子孫（うみのこども）の栄ゆる状を春
や秋やの月花に見し明め見し楽みつつ平和に冥
府に仕へ奉るべし，これぞ余が古へ学ひ仕へ奉
る本ッ意の定め（おきて）にはありける。」81
ここには，六人部における古学が，人が人として存
在することの意義を問い，その在り様を固めるため
のものであったことが明言されており，後年六人部
はこのような「古道を学ﾋて神ﾑ習ふの真眼目」を「学
行一致」という言葉で集約したのであった82。
（４）篤胤との出会いと入門
　鐸舎のメンバーと訣別した六人部は，既述したよ
うに，彼らが「蛇蝎の如く忌も嫌ひつる」平田篤胤
に入門する。入門の直接の契機となったのは，文政
６年（1823）の平田篤胤の上京であった。篤胤にとっ
て生涯で一度となったこの時の上京をめぐる事情に
ついては，渡邊金造の『平田篤胤研究』の中の「篤
胤の上京」83を始めとして，多くの研究が蓄積され
ている84。それによれば，篤胤の上京の主な目的は，
著書を御所へ献上し，古学の師と仰ぐ本居宣長の継
嗣大平と春庭を訪問することであり，この年は「篤胤
の一生涯を通じて最も特筆すべき年であった」85。
同時にこの篤胤の上京は，大平門を離れ鐸舎の社中
の成員とも袂を分かった六人部にとって，新たに師
と仰ぐ人物と出会い，転回しつつあった自らの学問
の方向を決定づけ，入門に繋がる機会となったので
ある。
　すでに述べたように，地域における民衆の氏神信
仰に対して如何に応えていくかという，実践的課題
を自覚していた六人部の関心を引き付けたのは，篤
胤が打ち出した幽冥界像であっただろう。篤胤は上
京に先立つ文化10年（1813），『霊能真柱』を完成さ
せていた。「篤胤の幽冥界理解の基本的構造を示し
たものとして，広く認知されている」86この書は，「国
学における宇宙生成論的な性格をもった新たな神道
的教説の範型をなす」87といわれる。冒頭において
篤胤は「この築立る柱はしも，古学する徒の大倭心
の鎮まりなり」といい，「その大倭心を，太く高く
固めまく欲するには，その霊の行方の安定を知る事
なも先なりける」88と述べる。ここからもうかがえ
るように，『霊能真柱』における国学的言説は人々
の宗教的安心の要求に応えるような教説としての性
格をもち，「霊の行方」をめぐって篤胤の説く「幽冥」
の観念は，祖霊や産土の神をめぐる伝統的な共同体
における宗教的観念に接近するものであった89。
　『霊能真柱』が「洋学的世界像を受容したうえで
その成因が神々の所為によるという視点から世界
の成立過程の説明を順次おこなう」90というもので
あったことは，鈴屋学派の人々に大きな衝撃を与え
たのだが，この書は成立後早い時期に六人部の目に
も触れたであろうと思われる。実際，是香は篤胤に
出会う以前の文政３年（1820），22歳の年に，『学柱』
と題した書を著しているが，この書は篤胤の『霊之
真柱』に倣ったものといわれる91。この書は現在で
は散逸しているが，嘉永６年刊の『道之一言』の巻
末に記された「篶舎六人部大人著書畧目」には，『学
柱』（三巻）として掲載されている92。
　篤胤の上京に際して，是香は伯父の節香とともに
篤胤を支援した。篤胤の『上京日記』によれば，文
政６年８月18日のところに是香が初めて篤胤を訪問
したことが記されている93。しかし，是香はこの時
はまだ入門はしていない。翌19日の記述の中では，
篤胤は是香について「至てよき人かつ真才の人也」
と記し，その後，篤胤と六人部は著書献上を実現す
るためにたびたび接触する。そのような両者の交わ
りの中で，篤胤が京都から洛外向日町の六人部是香
に出した，９月10日付の長文書簡の次の一節からは，
鐸舎の人々と篤胤との関係や篤胤がどのように是香
を見ていたかがうかがえる。
　「 ぬての屋社中を痛め候事は致さず，兎も角も共
に志を通じ候て，歌にも何にても，道の弘まり
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六人部是香の国学学びにおける篤胤学の受容
に相成候様示談可致と存候所，案外の事共に御
座候（中略）夫れに付ても唯行々御頼母しく辱
きは是香主に御座候，然る人なき中に野生か書
を熟見給ひ候事，京師一人の知己と忝存候，子
を見ること親にしかずとか申候へ共，多年数多
の弟子を扱ひ候故，行々逸物たるべき人を見出
候事は，いさゝか覚えも有之候へば，何分此上
共に，ますます実学御出精にて，人こそ偏執心
あれば許さずとも，神より現世古学の頭領を免
され給はむ様にと，祈望此事に御座候」94
篤胤の上京に対しては，城戸千楯や村田春門をはじ
め，鈴屋一門の多くがこれに反発を露わにした。そ
れは，ともに古道の普及を図ろうとする篤胤の目に
は，「唯一向に憎ミ候て陰悪を行ひ候」と映ったの
であった。そのような中で六人部は父節香とともに
篤胤を支援し，これをきっかけに六人部是香はこの
後，文政６年９月21日，24歳の年に篤胤へ入門した
のである95。
　前掲の書簡の中で，篤胤は六人部是香を「行々御
頼母しき辱き」人，「京都一人の知己」と受け止め
ているが，これはただ上京の目的であった御所への
著書献上に，六人部是香が父とともに尽力したこと
に対する単なる儀礼的な謝辞ではないだろう。篤胤
は京都滞在中，当時まだ執筆中であった『古史伝』
の草稿を是香に貸与し，その書き写しを許していた。
篤胤が「たえて閫外に出すべからず」96としていた
ほどの書を，是香に対してはその閲覧と筆写を許し
ていたのである97。このように六人部是香は篤胤と
の出会いと入門を契機に篤胤の教説を受け入れ，転
回しつつあった自らの学問的関心の方向を固め，そ
の後は「学行一致」の姿勢を堅持するなかで顕幽思
想と産須那信仰論を深めていくことになるのである。
４　おわりに
　以上，本稿では向日神社の神職であった六人部是
香が，学問形成の過程において平田篤胤の国学に出
会い，それを受容するに至る経緯について考察を進
めてきた。これまで，是香の国学は青壮年期におい
ては歌文的・国語学的考証が中心であり，神道的宗
教思想の方面へと展開するのはペリー来航という，
いわゆる外圧事件が契機であったとされてきた。
　しかし，六人部自身が自らの国学学びの経緯を回
想した記述を踏まえることによって，六人部は篤胤
に出会う以前から，向日神社の氏子の氏神信仰にい
かにして対応するかという実践的課題のなかで，国
学学びの内容を模索し始め，篤胤との出会いによっ
てその方向が定まったことが明らかになった。今後
は，六人部における篤胤学の受容が，六人部の国学
思想にいかなる特徴的な理解をもたらすことになる
のかを考えていかねばならない。
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